



























































№ ID 箱書き 箱ラベル 器種 残存部位 備考
1 彫 A-1 埴輪女子襷をかけた立像埼玉縣児玉郡玉町土　重要文化財品
古墳時代／埴輪女子像
／№ 233 ／富岡美術館 人物・女子 ほぼ完形









3 彫 A-3 埴輪男子像茨城縣茨城郡上合村小幡城跡出土
埴輪　男子頭部





4 彫 A-4 埴輪　鳥 古墳時代／埴輪　鳥／№ 466 ／富岡美術館 動物・鳥 ほぼ完形
5 彫 A-5 埴輪　鶏 古墳時代／埴輪　鶏／№ 599 ／富岡美術館 動物・鶏 ほぼ完形
6 彫参 -1 埴輪　猪 古墳時代／埴輪　猪／№ 600 ／富岡美術館 動物・猪 ほぼ完形
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富岡重憲コレクションの形象埴輪に関する基礎的研究
理を行った。PEAKIT 処理を行うことにより、通常のRelief 画像からは読み取ることが困難な刷毛目やナデなど、
埴輪の表面に残る諸調整の情報を可視化することができた。
写真撮影は、デジタルカメラ（Nikon、D700）を用いた資料撮影である。６個体の資料の各４面を撮影し、特徴的
な部分は細部写真として撮影した。撮影後はグレーカードでデジタル現像し、三次元計測データと並べて提示した。
（ナワビ）
３．形象埴輪の諸特徴
本章では、デジタル三次元計測と実際の観察所見に基づいて、資料の特徴を記載する。法量などの数値は、すべ
て三次元データから計測したものである。胎土は肉眼観察によるもので、砂粒・鉱物の含有量を微＜小＜中＜多＜
大の順に示した。色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖.2001年.前期版』によった。
焼成は、不良＜普通＜良好の３段階で示した。
⑴　人物１（女子）（図２）
島田髷を結い、玉襷をかけた女子の半身像である。箱書きに「埼玉縣児玉郡児玉町出土」とあることから、現在
の埼玉県本庄市（旧児玉郡児玉町）周辺から出土した可能性が考えられる。髷の一部や右の耳環、左肩から後背部
の一部、左脇腹周辺の玉襷、裳裾の一部や器台部の大半など、ところどころに欠損箇所がみられるほか、接合部分
に石膏が塗布されているが、ほぼ完形に復原されている。復原高67.5㎝を測る。
頭部は、板状の島田髷を斜め後方に貼付して閉塞する。髷は復原箇所が多いものの、中央がくびれ、前後が丸み
を帯びるいわゆる分銅形で、くびれ部分に幅広の粘土紐を横方向に貼付して元結を表現する。額の上方、髷の直下
には、竪櫛を挿す。帆立貝形に成形した扁平な粘土板に縦方向の線刻を施す。先端の棒状突起物は復原である。頭
部上半部が丸みを帯び、額を大きく表現する。
眉は１本の粘土紐を貼付するが、わずかに目尻が下がっている。眉から連続して鼻梁を表現する。鼻筋は丸みを
帯び、鼻翼は三角に表現するが、鼻孔はない。目はいわゆる杏仁形であるが、端部は丸い。眉と同様、垂れ気味に
大きく切り込む。左目の下端はやや直線的である。口は目より細く小さく水平に切り込み、端部は丸い。粘土板の
貼付によって顔面部を成形しているため、顎は比較的明瞭に作出されている。
耳は、細長い粘土紐を直径約3㎝の環状に貼付することで外耳を表現するが、耳孔はない。後方に直径5㎜程度の小
さな円形粘土粒を数個貼付して耳玉、耳の下に太さ約1㎝の粘土紐を直径約4㎝の環状に貼付して耳環を表現する。首
飾りは直径1㎝前後の円形粘土粒を隙間なく貼付して表現する。背面に比べ正面の粘土粒の方が大きく、扁平に押し
潰している。背面には首飾りから連続して２連２条の粘土粒を垂下するが、右下の粘土粒は剥落している。
両胸には直径約1.5㎝の粘土塊を突起状に貼付して乳房を表現し、その間に細い粘土紐を「∞」状に貼付して、
上衣の結び目を表現する。同じ表現は左手の下、やや脇腹寄りのところにもあり、左前の上衣を表現するが、両者
を繋ぐ粘土紐の貼付や襟の重なりを示す段差の作出は見られない。右肩から前後に細い粘土紐が斜めに垂下し、右
胸のやや下から、端部が丸まった幅広の粘土帯を裳裾の左側へ周回させて襷を表現する。紐との接合部には直径約
1㎝の扁平な円形粘土粒を貼付し、さらに襷の両端にもほぼ4～5㎝の間隔で同様の粘土粒を配することで、玉襷を
表現する。玉襷から右の脇腹を抜けて背面にも粘土紐を貼付する。
右手を挙げ、左手を胸のやや下に添えた所作をしている。右手首をわずかに内側へ丸め、棒状粘土を握り込んで
いる。親指以外の４指の明瞭な表現はない。左手の先端は欠損するが、親指の表現が確認できる。両手首には小さ
めの円形粘土粒による腕飾りを表現する。胎土は径1㎜以下の石英・多量、径1㎜以下の長石・少量、径3㎜以下の
―.66.―
會津八一記念博物館　研究紀要　第19号
チャート（白・黒・赤）・中量を含み、色調は橙色（Hue2.5YR.6/8）、焼成は良好である。本資料は、右手を掲げ
る仕草や頭髪・服飾・装飾品の表現から、儀礼・祭祀に参加する巫女を象ったものであろう。. （伝田）
⑵　人物２（男子・武人）（図３）
冑および肩甲を着装した武人である。箱書きに「茨城縣稲敷郡矢
ママ
田部出土」とあることから、現在の茨城県つく
ば市（旧稲敷郡谷田部町）内から出土した可能性が考えられる。頭部と比較して、胴部や腰部に添えられた両腕部
が長い点が特徴である。胴部は腰部に向けてすぼまり、腰部に突帯を１条貼付し、両手を添えている。腰部から下
は丸みを帯びて広がり、突帯１条を挟んでその下は欠損する。２条の突帯はいずれも水平ではなく、正面から見る
と、互い違いに斜めに貼付されている。基底部は残存していないが、状況からみて円筒状を呈し、半身像と見るの
が妥当であろう。背中の上半部や腰部などに欠損箇所が見られるが、復原されている。残存高44.8㎝を測る。
頭部の冑は径1 ～ 1.2㎝の円形粘土粒で鋲留を表現するが、それ以外の意匠は見られない。形状からみて衝角付
冑を表現したものと考えられる。鋲留は頭頂部から前後左右の４方向のほか、庇や錣の縁取りにも見られるが、間
隔はまばらで、ところどころ剥落している。
眉の表現はなく、鼻梁は棒状粘土を貼付する。鼻筋は真っ直ぐ通っており、鼻翼や鼻孔は表現しない。目は水平
に、口は目よりやや小さく穿孔する。いずれも端部は丸い。頸部は比較的明瞭に作出されるが、顔面の表現は小さ
く扁平なため、顎の突出は顕著でない。耳孔・耳朶・耳環、美豆良や首飾りの表現はない。
肩甲は、頸部から上胴部の前面にかけて粘土板を貼付し、上腕部の側面で収束させているが、背面は剥落が著し
く、全体的に欠損箇所が多い。線刻や円形粘土粒による小札や鋲留の表現はない。また胴部にも同様の表現は見ら
れず、挂甲などの着装表現はない。両脇の下やや後方に、直径3～4㎝のややいびつな円形透孔１対を穿孔するが、
欠損が大きく、ほとんど復原である。腕部は、先端に向けて徐々に太さを減じる棒状粘土で成形しており、手は押
し潰すように広げて本体に密着させているが、隙間が目立つ。５指の表現はない。胎土は径2㎜以下の白（銀）雲
母・大量、径4㎜以下の白色粒子・多量、径2㎜以下の長石・微量を含み、色調は橙色（Hue2.5YR.6/6・6/8）およ
び赤灰色（Hue2.5YR.5/1）で、焼きムラによる若干の違いが見られるが、焼成はおおむね良好である。本資料は、
武具を装着したいわゆる武人であるが、刀剣類の佩用や具体的な所作も見られず、全体的に簡素な表現となってい
る。. （伝田）
⑶　人物３（男子）（図４）
男子像の頭部である。首から両肩の一部が残存するが、頭頂部および胴部以下を欠損しており、全・半身像の区
別、職掌・所作も定かでない。箱書きに「茨城縣茨城郡上
マ
合
マ
村小幡城跡出土」とあり、誤記を含んでいるものの、
茨城県東茨城郡上野合村を表記していると見られ、現在の東茨城郡茨城町内から出土した可能性が考えられる。
額には幅広の粘土帯を貼付し、鉢巻を表現していると考えられる。鉢巻は、線刻によって上下２段の格子状に区
画し、互い違いに赤彩を施すが、背面は後頭部に粘土帯が擦り付けられて一体化しており、線刻も施されていな
い。頭頂部はやや外側へ広がる形状をしているが、具体的な構造は不明である。しかし、側頭部から後方は斜めに
ナデ付けられ、そのラインに沿って赤彩を塗布することから、正面に粘土板で冠帽や頭巾など、鉢巻を締めた被り
物を表現し、連続して後方に向って徐々に高さを減じ、開放した頭頂部の構造をしていた可能性が考えられる。
こめかみ付近に幅広の粘土紐が貼付され、頭髪を表現する。先端は欠損しているが、比較的遺存状態の良い右側
は、一旦わずかにすぼまりながら、肩口へ向けて再び広がってはね上がるような形状をしており、振り分け髪を表
現したものと考えられる。剥離のため、美豆良の有無は確認できない。振り分け髪から連続して、眉を「Ⅴ」字状
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に貼付し、中央は鼻梁へと繋がっている。鼻筋は細く真っ直ぐ通っており、鼻翼を三角に表現する。鼻孔はない。
目はいわゆる杏仁形であり、水平に穿孔する。口は目よりやや小さく穿孔し、端部は丸い。頸部に首飾りを表現し
た円形粘土粒が残存するが、全体的に遺存状態は悪い。本来は密に貼付していたものであろう。
顔面の赤彩は、「Ⅴ」字状の眉の下と上瞼のラインにかけて面的に施すほか、下瞼から頬にかけて、「ハ」字状
に１条の塗布が認められる。また、頸部にも、首飾りのやや上方を周回するように１条の赤彩塗布の痕跡が見られ
る。しかし、残存状況が不良のため、いずれも左側は判然としない。胎土は径1㎜以下の石英・多量、径3㎜以下の
長石・多量、径3㎜以下のチャート（白・黒）・中量を含み、色調はにぶい橙色（Hue7.5YR.6/4）、焼成は良好であ
る。今回の報告資料の中では、人物１と同様、胎土に雲母を含んでいない。. （伝田）
⑷　動物１（鳥）（図４）
完形の鳥である。円筒状の短い器台には突帯や穿孔はなく、上部に鳥本体の体部を被せて閉塞している。器台と
鳥本体との接続部上部には、前後に穿孔がされている。器台を含めた高さは22.0㎝を測る。胸から両羽にかけてや
や丸みを帯びた造形となっている。尾部は、隅丸長方形の粘土板を丸め体部に貼り付け、尾羽として作出される。
頸部は短く、両目は棒状工具の刺突によって表現される。目の横には同程度の径を有する耳孔が穿たれるが、耳羽
の表現は伴わない。嘴は短く表現されている。鳥体部は頭部から尾部に向かって刷毛目調整が施されるが、これは
羽毛の表現と考えられる。器台部は縦方向の刷毛目調整である。胎土は径3㎜以下の白（銀）雲母・大量、径4㎜以
下の白色粒子・微量、径2㎜以下の長石・微量を含み、色調は明赤褐色（Hue2.5YR.5/6）、焼成は良好である。器台
の底部接合方法は不明である。. （ナワビ）
⑸　動物２（鶏）（図５）
完形の鶏である。円筒状のやや太い器台の上部に鶏の体部を載せて接合している。器台と鶏本体の太さと一致す
るため、両者の境界は不明瞭である。器台に突帯や穿孔は施されないが、安定させるためか接地する最下部は外反
し、末広がりの形状を呈している。器台を含む高さは30.3㎝である。
器台の上部は、楕円体状の体部が作出され、粘土を絞りすぼめることで短い尾を表現している。尾の先端は閉塞
されておらず、中空であることが観察できる。また尾部と器台の接合部には唯一の穿孔がされている。頸部は長
く、両目は棒状工具の刺突で穿孔される。嘴はやや短く、先端は欠損している。頭部には短い鶏冠が付され、また
頬に円形の肉髯が作出されることからも雄鶏であることがわかる。鶏冠は一部欠損しており、頭部の中心線よりや
や傾いている。鶏体部は頭部から尾部にわたり羽毛の表現であると考えられる刷毛目調整が施される。器台部は
縦方向の刷毛調整である。胎土は径2㎜以下の白（銀）雲母・大量、径5㎜以下の白色粒子・微量、径2㎜以下の長
石・微量を含み、色調は明赤褐色（Hue2.5YR.5/6）、焼成は良好である。器台の粘土帯は、底面と正対した場合、
合わせ目が「逆の」字状になるように接合されている。. （ナワビ）
⑹　動物３（猪）（図６）
猪を模した動物埴輪である。耳の一部やタテガミの一部を欠損するが、ほぼ完形の資料である。鼻面および牙の
表現から猪と考えられる。高さは30.1㎝を測る。円筒状の鼻面は下を向いており、穿孔は存在しない。口は左右両
側面への切り込みによって表現し、短い牙を貼付する。目は細長く、やや小さめに切り込む。扁平な顔面の正面に
寄って配置されるため、いわゆる「平目顔」となっている。耳は円形に穿孔後、周囲に粘土板を貼り付けて表現し
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ている。
頭部より体部上面に板状の粘土を貼付し、タテガミを表現している。やや丸みを帯びた体には横方向の刷毛目調
整が施される。尾部は棒状の粘土を貼り付けて作出している。尻尾の下部に１箇所穿孔している。太い四肢は完存
しており、穿孔はないが縦方向の刷毛目調整が施される。四肢の先端に蹄の表現はないが、接地する最下部はやや
外反し、安定が図られている。胎土は径2㎜以下の白（銀）雲母・大量、径3㎜以下の白色粒子・微量、径3㎜以下
の長石・少量を含み、色調は橙色（Hue2.5YR.6/6、6/8）であるが、部位によって違いが見られる。焼成は良好で
ある。⑷・⑸の２個体と比べて、白（銀）雲母の粒子はやや小さめであるが、長石の含有量はやや多めである。後
足の底部接合方法は不明瞭だが、右前足は、底面と正対した場合の合わせ目が「逆の」字状になるように接合され
ており、左前足も同様である可能性が高い。. （ナワビ）
４．資料の位置付け
前章で紹介した形象埴輪は、箱書きに出土地名を記載した個体があるものの、出土遺跡の情報に乏しく、すべて
の個体に対する詳細な位置付けは難しい。本章では、計測および観察結果をもとに得られた所見から、常陸から下
総地域の特徴を持つ埴輪を中心に、年代・系譜および製作地について可能な範囲で考察する。
4-1．人物１について
人物１は、右手を挙げ、左手を胴に添える女子の半身像である。島田髷は板状分銅形で、元結も幅広の粘土帯１
本で表現するなどシンプルなつくりで、地域的な特徴を示す表現は見られない。左前の衣服表現も「∞」状の結び
目のみで、段差や粘土紐による合わせ目の表現がなく、全体的に簡略化が進んでいると考える。現状では、埼玉県
児玉郡域の古墳（塩野 2004）から出土した埴輪に、積極的な類例を見出すことは難しい。
本資料の最大の特徴は、右肩から斜めにかけられた玉襷である。一般的に襷の美称とされる玉襷は、和歌の枕詞
として万葉集にも登場するが、勾玉や管玉などをとおした襷ともされており（平凡社編 2006）、実際に玉類を装着
した襷は存在したと思われる。しかし、襷そのものは有機物から作られることから、考古資料として実物が残存す
ることはない。粘土粒による玉襷の表現は極めて珍しく、管見に触れる限りでは類例を知らない。
本資料の襷表現を見ると、右肩から紐で襷を回した表現となっており、右の脇下にも紐表現が見られるなど、比
較的忠実に襷がけの様子を描写している。一方で、群馬県太田市塚廻り３号墳（石塚編 1980）や同邑楽郡大泉町
古海出土品（東京国立博物館 1983）など、いわゆる椅座女子像の袈裟状衣（塚田 1998a・b）の表現を見ると、周
回する粘土板は左脇腹に密着せず袋状に立てるなど、立体的になっている。同様の表現は群馬県藤岡市七輿山古墳
（徳江ほか 2010）にも認められ、女子像の衣服表現としてはより写実的であると言える。本資料は出土情報が皆
無に近いため、系譜や年代を特定することは難しいが、襷の立体表現を伴わないこと、上記の類似資料との年代的
比較から、概ね６世紀中葉以降に位置付けられると考える。
4-2．人物２について
人物２は、肩甲を装着した武人の半身像と考えられる。その最大の特徴は肩甲の表現にあるが、これは、日高慎
が「幅広一枚甲をもつ武人」としたもの（日高 2013）と共通する。茨城県取手市市之代３号墳（諸星・宮内 1978）
や千葉県成田市竜角寺101号墳（安藤・萩野谷ほか 1988）にも類例が見られ、同一の工人集団の製作によると考え
られている（安藤 1988、日高前掲）。また、武人像以外にも、茨城県筑西市西保末出土品（東京国立博物館 1985）
や千葉県香取市城山５号墳（城倉 2007）にも、同様の肩甲の表現を有する男子全身像が存在するほか、千葉県山
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武郡芝山町山田宝馬127号墳（武部・平岡ほか 1982）など、胴部からそのまま顔面部を円筒状に積み上げ、顎部を
欠く人物埴輪へと系譜的に繋がっていくとされている（日高前掲）。
これらの埴輪の分布は、小貝川・桜川流域と利根川の下流域、そして鬼怒川流域や山武地域など、茨城県南・西
部から千葉県北部にかけての常総地域に広範に分布しているが、いずれの埴輪にも、人物２と共通して、胎土に雲
母が含まれている。また、竜角寺101号墳では、「下総型」人物埴輪の祖形となる要素が見出されるとされ、山田宝
馬127号墳では「下総型埴輪」が共伴するなど、雲母を大量に含むこの埴輪の系譜は、「下総型埴輪」と密接な関係
性を有しながら展開していると考えられている（日高前掲、城倉 2009・2017）。
本資料の出土地は、箱書きから旧稲敷郡谷田部町と推定される。旧谷田部町内に所在する古墳群としては、つく
ば市下横場古墳群が知られており、35号墳からは「下総型」人物埴輪が出土している（東京国立博物館 1985）。下
横場古墳群からは、51号墳（河野ほか 1982）など、複数基の古墳から埴輪が出土しており、「下総型埴輪」の定型
化以前の埴輪も含まれている。こうした古墳群における埴輪の展開は、下横場古墳群や竜角寺古墳群でも同様で
あった可能性が考えられる。
本資料は、胎土に大量の白（銀）雲母を含むことから、筑波山麓周辺に製作地（もしくは粘土・混和材といった
原材料の入手地）が求められる可能性が高い（石橋 2004、日高前掲）。箱書きの内容からしても、おそらく筑波山
南西麓の筑波台地周辺の古墳から出土したものと考える。下横場古墳群もその候補に入れておく必要がある。ただ
し、本資料は、肩甲に線刻を施さないなど、市之代３号墳とは異なる表現方法を有している。伴出遺物も詳らかで
ないため、前後関係を含めた年代的位置付けなど、詳細な検討には慎重を期したい。
そのほか、動物埴輪３個体については、いずれの個体の胎土に白（銀）雲母が大量に混入していることから、本
資料と同様、筑波山麓周辺に製作地が求められる可能性が高い。ただ、茨城県南部から千葉県北部にかけて出土す
る馬以外の獣足動物を表現した埴輪は、龍角寺101号墳や下横場35号墳出土例のように、４本足を前後２足にまと
めて表現するいわゆる「常総型」が主流であるのに対して、動物３の猪は４本足を表現することから、別系譜の工
人集団による製作の可能性を考慮する必要がある。出土地の絞込みは難しいが、６世紀代に湖沼・河川を媒介し、
広域に展開する常総地域の埴輪の一類型としてとらえるべきであろう。
4-3．人物３について
人物３は、旧茨城県東茨城郡上野合村から出土したと推定される。上野合村は1889（明治22）年４月１日に旧小
幡村ほか８村が合併して誕生しており、1955（昭和30）年２月11日に町制が施行され茨城町の一部となるまで存続
していた。本資料の出土年代は、上記の上野合村が存在した期間に絞ることが可能である。また、箱書きにある
「小幡城跡」とは、寛政川右岸に所在する中世の城館跡で、町史跡となっている『小幡城跡』（茨城町遺跡地図番
号 083）を示すと考えられる。
同じ寛政川右岸の約2㎞下流には、1917（大正６）年に人物・馬などの形象埴輪が出土した神谷古墳群（東京国
立博物館 1985、井上・青山 1993）が所在する。また、寛政川を挟んで１㎞強と指呼の位置には、関東地方屈指の
窯跡数を誇る国史跡『小幡北山埴輪製作遺跡』（茨城町遺跡地図番号 080）が所在する。
本資料は、杏仁形に穿孔された目や幅広の振り分け髪の特徴などから、小美玉市舟塚古墳など、茨城県中央部を
中心に分布する「分離造形技法」を用いた工人集団の製品との共通性が高い。茨城町は小規模なものも含めて古墳
が数多く築造された地域であり、埴輪出土古墳も相当数に上る。本資料は、かつて小幡城跡内に所在した古墳に伴
うものか、築城に当たって盛土に用いられた客土に由来するなどの可能性が考えられる。また、製作地は、小幡北
山埴輪窯の可能性が高いと考えられる。. （伝田）
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図２－１　人物１（女子）
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図２－２　人物１（女子）
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図３　人物２（男子・武人）
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図４　人物３（男子）・動物１（鳥）
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図５　動物２（鶏）
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図６　動物３（猪）
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おわりに
本稿では、富岡重憲コレクションの形象埴輪６点を対象として、デジタル三次元計測と写真撮影を実施し、計測
結果と観察所見に基づく資料の紹介と考察を試みた。資料の多くは骨董商などを介した購入品と思われ、入手の経
緯は不明のため、考古資料としての価値を見出すことに限界があるが、人物埴輪の表現方法や肉眼観察による胎土
の諸特徴から、古墳時代後期（６世紀）の関東地方に展開する埴輪の年代的・系譜的な位置付けを行った。
博物館や美術館に所蔵されている考古資料には、出土の来歴が不明なものが多く存在する。特に人物埴輪は、
「古拙美」として長らく美術鑑賞の対象となってきたが、出土情報が欠落した遺物に精確な計測データを与えるこ
となく、考古学研究の俎上に載せることは難しい。このように出土情報から乖離した遺物に対して、最新のデジタ
ル技術を用いて丹念に資料化をはかり、可能な限り考古学的な「価値」を付加していくことも、調査・研究および
教育機関としての大学博物館の責務のひとつであると考える。
今後、対象資料をより詳細に位置付けていくためには、刷毛目原体の復原・照合や胎土分析なども必要になる。
その方法を模索し、努めて課題に取り組むことを期して、ここに擱筆する。. （伝田・横山・千葉・ナワビ）
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